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研究成果の概要（和文）：本研究は考古学的方法と人類学的方法を合わせた研究方法であるbio-archaeologyの
創出と実践、そしてその学問的枠組みの構築を目指したものである。具体的には過去の調査において出土した人
骨に対して考古学的方法から分析を行い、そこで立てられた縄文社会に関する様々な仮説に対して、年代測定、
ストロンチウム同位体、DNA分析を行うことでこれを検証するというものである。対象遺跡としては愛知県に所
在する保美貝塚および伊川津貝塚、および岩手県蝦島貝塚であり、ここから出土した人骨群に対して上記の分析
を行った。その研究結果については『人類学雑誌』130－1に特集され、公表されている。

研究成果の概要（英文）：This research aims to create and practice bioarchaeology, which is a 
research method that combines archaeological and anthropological methods, and to construct an 
academic framework for it. Specifically, the human bones excavated in past surveys were analyzed 
using archaeological methods, and from these results the various hypotheses about the Jomon society 
were made. We verified these hypotheses using 14C dating, strontium isotopes, and DNA. The target 
sites are the Hobi and Ikawazu shell mounds in Aichi prefecture, and the Ebishima shell mound in 
Iwate prefecture. The results of this research were featured in the "Anthropological Science" 130-1.
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究において、bio-archaeologyの研究モデルを提示・実践したことにより、類似したテーマによる研究発表
が学会において行われるようになった。この点はこの本研究手法が定着しつつあることを示しており、当初目的
の一つを果たしたと言えよう。また、保美・伊川津・蝦島貝塚出土人骨他の事例を取り上げながら具体的な分析
過程を示したことにより、『人類学雑誌』に特集号として取り上げられるなど、学術的にも意義ある研究成果を
残すことができた。さらに、この研究成果を一般講演会やカルチャースクールなどを通して一般に還元してお
り、新たな縄文社会像を普及させるという社会的意義を示すことができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 日本各地、特に渥美半島や瀬戸内において 1920年代を中心に出土した縄文人骨群は、戦前・
戦後を通して「日本人種論」の中核をなす資料であったとともに、考古学的にも縄文墓制研究の
基準資料とされ、これまでにも多くの研究者が当該資料を用いて墓制や社会、親族構造の研究を
行ってきた。たとえば春成秀爾は、縄文時代晩期には下顎左右の犬歯を除去する２Ｃ系抜歯と、
下顎左右の第１・第２切歯を除去する４Ｉ系抜歯の人々がおり（図１）、これらの人々が同時存
在したことを前提として、各々別地点に区分されて埋葬されたという点から（図２）、４Ｉ系抜
歯の人々がそのムラの出身者で、２Ｃ系の人々がムラへの婚入者であるという仮説を立て、縄文
時代の社会構造について研究を行ってきた(春成 1979など)。この「抜歯仮説」による社会論は、
発表後 30年あまりを過ぎた現在も書籍や論文に繰り返し引用され、なかば定説化していると言
ってよい。 

 
  図 1 春成による抜歯の二系列        図２ 稲荷山貝塚における抜歯系列ごと 
                               の埋葬地点 
 
 しかしながら、申請者の山田を研究代表者とする最新の研究成果（科研費基盤研究（B）「愛知
県保美貝塚出土資料による考古学・人類学のコラボレーションモデルの構築と展開」（2013-2015
年度）同じく「考古学と人類学のコラボレーションによる縄文社会の総合的研究」（2010-2012
年度））によれば、愛知県吉胡貝塚・伊川津貝塚・保美貝塚・稲荷山貝塚というこれまで縄文社
会を語る上で基準資料とされた事例の中には、縄文後期や弥生前期など、時期を違えたものが相
当数混在しているということが明らかとなった。たとえば愛知県稲荷山貝塚の事例は、図２のよ
うに４Ｉ系と２Ｃ系の抜歯人骨の埋葬地点が明確に区分されており、春成の抜歯仮説に対して
最も整合的な事例と理解されてきたが、稲荷山貝塚出土人骨を年代測定してみると、４Ｉ系と２
Ｃ系の抜歯人骨は同時存在するものではなく、墓域は約 800 年間にわたって営まれており、当
初は４Ｉ系のみの墓域であった（Ⅰ期）ものが、その後２Ｃ系を主体とするもの（Ⅱ期）に変化
し、その後４Ｉ系のみのもの（Ⅲ期）へと変化していったことが判明した（下図３参照、左側に
は人骨番号−抜歯系列−性別を記載）。このことは、図２に示されたような墓域構造が見かけ上の
ものに過ぎず、従来の研究の前提が誤っていたことを示すとともに、抜歯仮説をはじめとするこ
れまでの人骨出土例による縄文社会構造論は成り立たないという事実を研究者に突きつけるこ
ととなった。したがって、今後縄文社会論を再構築するためには、人骨資料そのものの年代測定
を行い、その時期比定に基づき考古学・人類学の各見地から資料の埋葬属性を再検討することが
必要となる。これが本研究開始当初の学術的背景である。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 図３ 稲荷山貝塚出土人骨の年代測定結果 



 
 
 
２．研究の目的 
 上述した研究当初の状況をさらに発展させるため、山田らが科研費を受けて行った研究によ
って、「抜歯仮説」など従来の人骨出土例に基づく縄文社会論は、そのままの状態では、もはや
成立不可能であることが明らかとなった。そこで本研究では、改めて出土人骨の年代測定を行い、
個々の人骨の帰属時期を決定するとともに、あわせて Sr同位体分析を行い、墓域内における在
地の人々と移入してきた人々を選別し、母系あるいは父系などといった当時の集団内における
系譜的関係性を推定する。それとともに、ミトコンドリアあるいは可能であれば核 DNA分析を
行い、人骨の出自や人骨間の遺伝的関係を把握し、新たな縄文社会構造論を提示する。これらを
実践することによって、日本においてはまだ学術的新領域となる bio-archaeologyの創出を企図
することを目的とする。 
 
 
 
３．研究の方法 
 これまで、人骨から直接的に年代を測定することは難しいとされてきた（田中 2011 など）。そ
れは、海産物を多く摂取していた場合、いわゆる海洋リザーバー効果（食物連鎖により海産物に
は古い年代を持つ炭素が含まれているため、それを多量に摂取していた資料をそのまま年代測
定すると実際よりも古い値が測定されること）により、正しい年代測定ができないと言われてき
たからである。しかしながら現在では、人骨に含まれる炭素・窒素同位体の分析により、生前に
摂取した食料の内容が推定でき、どれだけ海産物に依存していたのか判断可能になったことに
加え、海洋リザーバー効果に対する年代補正の研究が進んできたことから、人骨から直接的に年
代を測定し、これを研究に応用することが可能となっている（たとえば日下他 2015 など）。した
がって、人骨から直接的に年代測定を行うことに不安はない。 
 研究の目的にも書いたように、人骨出土資料を用いた従来の縄文社会論は成り立たないこと
が判っている。そこで、これまでの研究に使用されてきた資料である渥美半島の貝塚群（吉胡、
伊川津、保美）や瀬戸内の貝塚群（津雲・彦崎）の他、東日本の貝塚（蝦島・大洞・中妻など）

出土人骨を対象とし、墓域構造の把握で
きるもの、埋葬小群の確認ができるもの、
特殊な葬法をとるもの、装身具・副葬品
が確認できるものなどを中心に年代測
定を行った後、その時間的位置付けを基
にしながら、考古学的・人類学的（含む
遺伝子分野）な検討を行い、 
従来の抜歯仮説に代わる新たな縄文社
会論を提出することとしたい。 
 本研究の最大の特色は、考古学と人類
学含むゲノム領域）、そして年代学とい
う文化財科学が１チームとなって、共通
の目的のもとコラボレーションを行う
ことにある。この研究の枠組みを図化す
ると、左の図４のようになる。 
 

     図４ 本研究の方法論的枠組み 
 
 
 
４．研究成果 
 本研究は考古学的方法と人類学的方法を合わせた研究方法である bio-archaeology の創出と
実践、そしてその学問的枠組みの構築を目指したものである。具体的には過去の調査において出
土した人骨に対して考古学的方法から分析を行い、そこで立てられた縄文社会に関する様々な
仮説に対して、年代測定、ストロンチウム同位体、DNA 分析を行うことでこれを検証するという
ものである。対象遺跡としては愛知県に所在する保美貝塚および伊川津貝塚、および岩手県蝦島
貝塚であり、ここから出土した人骨群に対して上記の分析を行った。その研究結果については日
本人類学会の機関誌である Anthropological Science 130-1 において“Interdisciplinary 
studies tackling the Jomon social structure”として特集され、１編の総説と４編の論文が
公表されている。 
 また、本研究において、bio-archaeology の研究モデルを提示・実践したことにより、類似し
たテーマによる研究発表が学会において行われるようになった。この点はこの本研究手法が定
着しつつあることを示しており、当初目的の一つを果たしたと言えよう。また、保美・伊川津・
蝦島貝塚出土人骨他の事例を取り上げながら具体的な分析過程を示したことにより、『人類学雑



誌』に特集号として取り上げられるなど、学術的にも意義ある研究成果を残すことができた。さ
らに、この研究成果を一般講演会やカルチャースクールなどを通して一般に還元しており、新た
な縄文社会像を普及させるという社会的意義を示すことができた。 
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